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昨
年
４
月
、
旧
本
町
田
西
小
学
校
・

旧
緑
ヶ
丘
小
学
校
・
旧
原
小
学
校
３
校

の
統
合
新
設
校
「
本
町
田
小
学
校
」

が
、
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
仮
校
舎
と
し
て
旧
緑
ヶ
丘

小
学
校
を
、
使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
本
校
舎
と
な
る
旧
原
小
学
校

で
の
耐
震
工
事
を
含
む
全
面
改
修
工
事

と
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
新
設
工
事
が
完

了
し
、
本
年
４
月
に
移
転
し
ま
す
。

　

本
町
田
小
学
校
統
合
整
備
工
事
は
、

一
昨
年
、旧
本
町
田
西
小
・
旧
緑
ヶ
丘
小

・
旧
原
小
学
校
３
校
統
合
準
備
会
が
ま

と
め
た
学
校
像
を
基
に
、
新
設
校
と
し

て
の
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

校
舎
は
、
中
央
校
舎
棟
・
東
校
舎
棟
・

西
校
舎
棟
・
給
食
棟
・
体
育
館
棟
・
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
棟
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
特
徴
は
、
①
校
舎
利
用
の
動

線
計
画
を
配
慮
し
、
将
来
的
に
学
校
図

書
館
を
メ
イ
ン
に
、
地
域
開
放
が
で
き

る
よ
う
整
備
②
化
学
物
質
過
敏
症
に
対

す
る
使
用
材
料
の
制
限
③
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
策
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
廊
下
の
手

す
り
・
段
差
の
解
消
等
）
④
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
の
新
築
⑤
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
用

に
雨
水
を
利
用
す
る
な
ど
環
境
面
に
も

配
慮
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
「
本
町
田
小
学
校
」
の
新
所
在
地
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本
市
の
公
立
小
学
校
に
在
籍
す
る
お

子
さ
ん
の
中
に
は
、
心
理
的
な
要
因
に

よ
り
学
校
へ
行
き
に
く
か
っ
た
り
、
実

際
に
登
校
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
り

す
る
お
子
さ
ん
が
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
お
子
さ
ん
た
ち
の
学
校
復

帰
に
向
け
た
支
援
を
目
的
と
し
て
、
２

０
０
３
年
４
月
よ
り
、
町
田
市
教
育
委

員
会
で
は
「
小
学
校
適
応
指
導
教
室
」

を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
学
校

復
帰
の
手
助
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

の
傾
向
に
あ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

ま
す
。
な
お
、
入
室
に
あ
た
っ
て
は
、

教
育
委
員
会
が
入
室
を
認
め
る
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
通
級
に

は
、
原
則
と
し
て
保
護
者
の
方
の
送
迎

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

町
田
市
立
小
学
校
に
在
籍
し
、
心
理

的
な
要
因
に
よ
り
、
不
登
校
ま
た
は
そ

　

町
田
市
役
所
森
野
分
庁
舎
４
階
に
開

設
し
ま
す
。
町
田
市
教
育
相
談
所
と
隣

接
し
、
教
育
相
談
と
の
連
携
も
図
っ
て

指
導
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
森
野
分
庁
舎
で
の
開
設
は
暫

定
的
な
も
の
で
あ
り
、（
仮
称
）
町
田

市
教
育
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
と
も
な
っ

て
移
転
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
（
仮

　

原
則
と
し
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
で
す
。

　

休
業
日
は
、
夏
休
み
等
学
校
と
同

じ
で
、
指
導
を
行
い
ま
せ
ん
。

　

午
前
、
午
後
を
通
し
て
指
導
を
受
け

る
場
合
に
は
、
お
弁
当
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

入
室
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護

者
の
方
は
、
在
籍
校
の
校
長
を
通
し
て

必
要
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
書
類
に
つ
い
て
は
４
月
以
降
、
各

学
校
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

入
室
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
よ
り
学
校
を
通
し
て
、通
知
し
ま
す
。

□問
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育
部
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課
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称
）
町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
の
開
設

は
、
２
０
０
４
年
度
中
の
予
定
で
す
。

相
談
員
が
あ
た
り
ま
す
。

　

個
別
指
導
や
小
集
団
に
よ
る
指
導
を

通
し
て
体
験
活
動
や
学
習
内
容
の
補
充

的
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
相

談
所
と
の
連
携
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も

行
い
ま
す
。

　

実
際
の
指
導
は
、
指
導
員
（
元
教

員
）
及
び
学
習
・
生
活
指
導
補
助
者

（
小
学
校
教
員
免
許
取
得
者
）
・
心
理

　

「
主
幹
」
は
、
来
年
度
か
ら
東
京
都

の
公
立
学
校
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
学
校
に
は
、
い
じ
め
や
不
登

校
な
ど
の
教
育
課
題
へ
の
対
応
や
保
護

者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
へ
の
積
極
的
な
対

応
な
ど
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
の
急
速
な
変
化
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
予
想
で
き
な
か
っ
た
新

た
な
課
題
も
起
き
て
お
り
、
学
校
が
解

決
す
べ
き
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し

て
、
よ
り
一
層
、
迅
速
・
的
確
に
対
応

で
き
る
学
校
づ
く
り
が
、
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
学
校
の
組
織
力
を
高
め
る

こ
と
が
、
「
主
幹
」
を
配
置
す
る
ね
ら

い
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
校
全
体
の

教
育
力
を
一
層
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

「
主
幹
」
の
配
置
人
数
は
、
来
年
度

は
、
約　

％
の
学
校
に
１
名
以
上
を
配

８０

置
し
ま
す
。
東
京
都
教
育
委
員
会
は
、

最
終
的
に
は
５
年
程
度
を
か
け
て
、
小

学
校
２
名
、
中
学
校
３
名
を
段
階
的
に

配
置
い
た
し
ま
す
。

一
、
教
頭
の
補
佐
を
し
ま
す

　

主
幹
は
、
教
員
の
意
見
を
ま
と
め
、

学
校
運
営
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た

り
、
各
教
員
に
対
し
て
校
長
の
学
校
経

営
方
針
な
ど
を
伝
え
た
り
し
ま
す
。

二
、
教
員
間
の
調
整
を
し
ま
す　
　
　

主
幹
は
、
自
ら
担
当
す
る
校
務
の
状
況

を
正
確
に
把
握
し
、
各
校
務
分
掌
や
学

年
間
な
ど
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

三
、
教
員
の
人
材
育
成
を
担
い
ま
す

　

主
幹
は
、
教
員
と
同
じ
立
場
で
、
児

童
・
生
徒
を
直
接
指
導
し
ま
す
。
ま

た
、
校
長
、
教
頭
の
指
導
と
責
任
の
も

と
に
、
自
ら
の
経
験
を
生
か
し
て
、
他

の
教
員
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

四
、
教
員
を
指
導
・
監
督
し
ま
す

　

主
幹
は
、
自
ら
が
担
当
す
る
校
務
の

責
任
者
と
な
り
、
担
当
す
る
校
務
に
つ

い
て
適
切
に
進
行
管
理
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
教
員
に
指
示
し
ま
す
。

　

忠
生
第
五
小
学
校
・
忠
生
第
六
小
学

校
・
忠
生
第
七
小
学
校
は
、
こ
の
２
０

０
３
年
４
月
に
統
合
し
、
新
設
校
と
な

る
「
七
国
山
小
学
校
」
が
、
開
校
し
ま

す
。

　

新
た
に
開
校
す
る
小
学
校
は
、
現
在

の
「
忠
生
第
六
小
学
校
」
を
仮
校
舎
と

し
て
、
本
校
舎
が
完
成
す
る
来
年
３
月

ま
で
の
１
年
間
使
用
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
忠
生
第
五
・
忠
生
第
六

・
忠
生
第
七
小
学
校
３
校
の
統
合
準
備

会
が
検
討
し
、
２
０
０
１
年　

月
に
ま

１２

と
め
た
統
合
新
設
校
の
学
校
像
及
び
施

設
整
備
に
基
づ
き
、
現
在
の
「
忠
生
第

七
小
学
校
」
が
全
面
改
修
さ
れ
ま
す
。

こ
の
統
合
新
設
さ
れ
る
「
七
国
山
小
学

校
」
は
、
来
年
４
月
に
、
整
備
さ
れ
る

本
校
舎
に
移
転
す
る
予
定
で
す
。
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バリアフリー対策など整備改修後の
普通教室、廊下

１年間の全面改修工事を終えた
本町田小学校校舎

　町田市教育委員会では、子どもたちのより

良い教育環境の整備、学校教育の充実を図る

ため、「学校適正規模適正配置事業実施計画

（１９９９年３月策定）」に基づき、小規模化が

著しい市立小学校の統合を実施しています。

　２００１年４月『木曽境川小学校』、２００２年４

月『本町田小学校』、そして今回２００３年４月

の『 七  国  山 小学校』の開校をもって、市立小
なな くに やま

学校の「学校適正規模適正配置事業に伴う統

廃合」が、終了します。
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★
「
主
幹
」
の
主
な
職
務
内
容
★

　

町
田
市
教
育
委
員
会
は
、
人
の
心
を
大
切
に
す
る
教
育
を
基
本
に
進
め
て

い
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
す
べ
て
の
市
民
が
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
豊
か

な
情
操
と
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
自
然
環
境
を
守
り
平
和
を
愛
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

学
校
教
育
と
社
会
教
育
が
協
力
し
合
い
、
創
造
的
で
知
性
と
感
性
に
あ
ふ

れ
た
「
生
涯
学
習
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

町
田
市
教
育
委
員
会
の
基
本
方
針

　

町
田
市
教
育
委
員
会
は
、
「
教
育
目
標
」
で
示
し
た
よ
う
な
個
性
豊
か
な

生
涯
学
習
社
会
を
目
指
し
、
以
下
の
基
本
方
針
で
教
育
施
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

基
本
方
針
１　
 
人
権
尊
重
の
徹
底

　

日
本
国
憲
法
及
び
教
育
基
本
法
の
精
神
を
基
盤
と
し
て
、
児
童
の
権
利
に

関
す
る
条
約
や
「
町
田
市
子
ど
も
憲
章
」
な
ど
の
趣
旨
を
生
か
し
た
教
育
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
全
体
を
通
し
て
、
ど
ん
な
に

小
さ
な
偏
見
や
差
別
で
も
許
さ
な
い
理
念
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
２　

生
涯
学
習
の
促
進

　

市
民
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
由
に
学
習
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
充
実
し
、

相
互
に
緊
密
な
連
絡
を
と
り
合
っ
て
、
生
涯
学
習
を
実
り
あ
る
も
の
に
し
て

い
き
ま
す
。

基
本
方
針
３　
 
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
推
進

　

信
頼
と
尊
敬
が
得
ら
れ
る
社
会
人
を
育
て
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
社
会
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
自
己
実
現
を
図
れ
る

よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
緊
密
に
連
携
し
合
っ
て
「
心
と
か
ら
だ

の
健
康
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
４　

個
性
を
生
か
す
学
校
教
育
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
に
希
望
を
も
ち
、
力
強
く
成
長
で
き
る
よ
う
指
導

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
な
ど
の
能
力
の
育
成
を
重
視
し
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
生

か
す
教
育
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
５　

社
会
教
育
の
充
実

　

市
民
が
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
学
習
の
場
や
機
会
を
提
供
し
、
指

導
者
の
充
実
、
施
設
の
整
備
な
ど
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
６   
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

　

市
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
や
年
齢
に
応
じ
て
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
触
れ
合
い
、
親
し
め
る
場
や
機
会
を
提
供
す
る
な

ど
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

２００３年度
（平成１５年度）
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